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デジタル技術革新プロジェクトの設置について 

２ ０ ２ ０ 年 ４ 月 ３ ０ 日 

公益財団法人鉄道総合技術研究所 

 

公益財団法人鉄道総合技術研究所（以下、鉄道総研）は、「デジタル技術革新プロジェクト」を設

置しましたので、お知らせいたします。 

 

１．目的 

今年度からスタートした基本計画ＲＥＳＥＡＲＣＨ2025において、活動の基本方針の一つとして掲

げている「デジタル技術による鉄道システムの革新」に向けて、速攻かつ横断的に研究開発を推進す

るため、「デジタル技術革新プロジェクト」を設置し、活動を開始しました。本プロジェクトは、画

像解析やＡＩなどに関する基礎研究の推進、最新のデジタル技術を用いた研究開発成果の早期実現を

目指すなど、所員全体が一丸となって鉄道システムのデジタル化を推進することを目的としています。 

 

２．活動の内容 

本プロジェクトでは、主に以下の活動を行います。 

（１）デジタル技術による鉄道の業務革新の提案 

最先端のデジタル技術の活用による、鉄道システムの革新に資する新たな技術的課題を抽出

します。 

（２）新たな技術的課題に対応する研究開発 

鉄道の業務革新に資する新たな技術的課題に対応する研究、およびＡＩや画像解析などに関

する基礎研究など最先端のデジタル技術を活用した研究開発を行います。 

（３）研究開発の統合的な実施 

共通するデジタル技術を活用する研究テーマ間、分野間の連携による統合的な研究開発を行

います。 

（４）研究開発のノウハウ、リソースの活用と整備 

共通する技術の集約と分野横断的な活用の推進、研究者の能力向上のための研修プログラム

などを実施します。 
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鉄道総研におけるデジタル化に関する研究開発の取り組みイメージを次に示します。2020年度から

は、画像解析、ＡＩ、無線・ネットワークなどの技術を活用する 40 件の研究開発テーマを実施しま

す。 

 

【画像解析】 

画像解析技術の活用では、列車前方 600m先までの支障検知や、人の目視では認識が難しい状態の可

視化などの研究に取り組み、鉄道の安全向上やメンテナンスの革新を目指します。 

列車前方や周辺の画像などを活用した線路内の支障検知システム、線路巡視作業の支援システム、

および車両、構造物、軌道など設備の状態監視システムの開発などを行います。 

【ＡＩ】 

ＡＩ技術の活用では、鉄道設備の異常検知に適した学習データを自動抽出する手法、制御・判断を

トレースする手法などの研究に取り組み、人や設備の状態の認知、予測、判断などの自動化を目指し

ます。 

車上で計測したデジタルデータから軌道や構造物の異常の早期検知や、車両機器の状態を推定する

手法、生理指標にもとづいた運転士の状態推定手法などの研究開発に取り組みます。このほか、振動

波形の機械学習による早期地震検知手法など基礎技術の研究開発を行います。 

【無線・ネットワーク】 

無線・ネットワーク技術の活用では、５Ｇとミリ波の保安制御への適用に関する研究などに取り組

み、地上設備を減らし、柔軟性を向上させる新たな自律型の列車運行などの実現を目指します。 

線路内・沿線の状態、防災・保守、旅客流動などのデジタル情報にもとづいて、列車が沿線設備を

制御しながら走行する列車運行の自律化、電力ネットワークの協調制御による省エネルギーなどの研

究開発を行います。また、分野横断的な取り組みの基盤となるデータプラットフォームの研究開発も

進めます。 

• 線路内・沿
線の支障検
知

•線路周辺のリスク
センシング

• 3D空間情報による
軌道の維持管理

•列車周辺（ホーム上）
の安全監視

•踏切内の
支障検知

•車両床下機器
の状態監視

• トロリ線・架線金具
の状態計測

•構造物・軌道
の状態計測

•視線検知を用いた
運転士の訓練

•運転士の覚醒レベ
ル低下防止支援

• 車上計測による軌道・
構造物の早期異常検
知

•車上監視データの車両
保守への活用

•駆動用機器の状態監視

•機械学習プロセスの
自動化

•振動波形の機械学習
による早期地震検知

•生理指標による運転士
の状態推定

•外部系統を含む電力協調制御
• リアルタイム省エネ運転

•沿線・車両の情報に基づいた
走行可否判断

•無線による地上設備制御

•データプラットフォーム

画像解析
ＡＩ

デジタル技術
革新プロジェクト

• 5Gなど汎用無線技術の
列車制御への適用

• リアルタイム列車間通信

無線・ネットワーク
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40件の研究開発テーマの具体例を次に示します。 

「自律型列車制御手法」 

列車運行の自律化による地上設備の削減やドライバレス運転を実現するために、列車が転てつ機、

踏切などの沿線設備を直接制御し、自律的に進路と走行パターンを設定する手法を構築します。 

「車上デジタル計測による軌道・構造物の早期異常検知手法」 

輸送障害や事故の発生を防止するとともに計画的な補修・補強により保守を効率化するために、路

盤陥没や橋脚の沈下・傾斜などの軌道・構造物の異常を車上測定データのみで早期に検知する手法を

開発します。 

「画像による架線金具の異常検出手法の機能向上」 

電車線保全業務の省力化および設備管理の効率化のために、車上に搭載したラインカメラで取得し

た画像を用いて、曲線引金具やわたり線装置などの架線金具の形状及び色情報から架線金具の異常を

検出する手法を開発します。 

「大量データの学習による早期地震検知手法」 

早期地震検知警報の高度化を目指して、地震計で観測される様々な大量の波形データを用い、地震

動と列車振動などのノイズ識別及び地震の諸元推定に対する機械学習のリアルタイムでの適用方法を

提案します。 

「異常検知における機械学習プロセスの自動化」 

車両機器の振動データに機械学習を適用して異常を検知するシステムを実用化するために、正常な

データに混入した異常データを自動的に排除するなど、学習用データを自動的に抽出する手法を開発

します。 

 

これらの研究開発の実施にあたっては、画像解析、ＡＩ、無線・ネットワークなど基盤となる技術

の分野横断的な活用、関連する研究テーマ間の連携など統合的な取り組みを推進していきます。また、

研究開発で得られた成果にもとづいて、鉄道へのデジタル技術活用に関して鉄道事業者への支援を行

っていきたいと考えています。 

 

３．推進体制 

本プロジェクトでは、デジタル技術活用に関する研究開発について、コアメンバー会議を含むプロ

ジェクト推進会議において方針を策定し、これに基づいて各研究部・研究センターにおいて研究開発

を行います。また、2017年に信号・情報技術研究部に設置した画像・ＩＴ研究室をデジタル技術の活

用や研究者の育成の拠点とします。 

 

プロジェクト推進会議

コアメンバー会議

プロジェクトマネージャー
バイスマネージャー

ワーキングリーダー
メンバー（１３名）

研究部長・
研究センター長

車両
構造

車両
制御

構造物

電力
軌道

防災
信号・
情報 材料 鉄道

力学

人間
科学

浮上式

環境
工学

地震
工学

画像・ＩＴ
研究室

研究部・研究センター
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コアメンバーは次のとおりです。 

 

プロジェクトマネージャー： 熊谷則道 理事長                   

バイスマネージャー：      渡辺郁夫 専務理事（研究開発総括）   

                       久保俊一 理事（研究開発推進部担当） 

ワーキングリーダー：       平栗滋人 研究開発推進部次長        

メンバー：部門長・研究部長５名、研究室長５名、主任研究員３名 

   

４．第１回会議の概要 

デジタル技術革新プロジェクトは 4月 1日に設置され、第１回会議を 4月 28日に出席者を 10名に

限定したＷＥＢ会議にて開催しました（写真１，２）。 

会議では冒頭、プロジェクトマネージャーである熊谷理事長からのメッセージの後、デジタル技術

を活用する研究開発実施の基本方針、本プロジェクトの活動計画について議論を行いました。この中

では、デジタル技術のメンテナンスへの適用、電力ネットワークの協調制御、データからの異常検知

といった具体的な研究対象、アルゴリズムの共有による研究分野間の連携を通じた統合的な取り組み

や知見と成果の共有の重要性、スピード感をもって最新技術を導入していくために海外を含めた部外

との連携、あるいはコロナウイルス対応で活動が制限される現在の状況を逆に利用した、オンライン

での最新技術の調査・収集などについて、提案や意見の交換が行われました。熊谷理事長からは、研

究分野間の情報の共有と統合が本プロジェクトの要であるとまとめられました。 

 

【熊谷理事長からのメッセージ】 

デジタル技術を鉄道にいち早く活用し、鉄道の安全、メンテナンス、エネルギー、コストといった

課題解決を進めていきたい。デジタル化に関する研究開発テーマを統括して効率的に最先端のデジタ

ル技術を導入していくために、情報を共有し、指針を示していくことがこのプロジェクトの役割であ

る。コアメンバー、研究開発を実施する研究者が協力して力強く進めていきたい。また、我々の共同

研究のパートナーであるフランス国鉄も、鉄道へのデジタル技術活用に強い関心を持っており、相互

に刺激し合いながら研究開発を進めていきたい。皆さんの協力とチャレンジングな活動に期待する。 

【渡辺専務理事より】 

技術の進歩の速い中でスピード感を持って取り組んでいくことが重要である。デジタル技術の活用

に関する研究開発は鉄道事業者からも注目されているので、総合力を発揮して進めていきたい。 

 

写真１ 熊谷理事長（右）とメンバーによるＷＥＢ会議 
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写真２ ＷＥＢ会議に臨む熊谷理事長（右）と渡辺専務理事 


